
鹿児島県弁護士会主催 会場参加＆オンライン

『精神障害のある人の尊厳の確立を
求める決議を踏まえての実践と課題』

【開催日時】２０２３年１月２３日（月）午後１時３０分～午後５時

【場所】鹿児島県弁護士会館３階（定員３０名）

zoomウェビナーにて同時配信（定員５００名）

（現地とオンラインでのハイブリッド開催）

２０２２年、国連・障害者権利条約の日本審査において、権利条約１９条に基づき、精神障害のある
人も地域で自分らしく生活することの実現が求められました。精神病床数が多く長期入院等の課題
もある鹿児島県で、地域移行をどう実現していくか、具体的な検討が必要です。
本シンポジウムでは、元・国連の健康の権利に関する特別報告者のダニウス・プラス氏をお招きし、
世界の精神医療の現状を調査報告してきた立場から、鹿児島県における地域移行や居住支援の実
施状況を踏まえつつ、精神障害のある人の地域生活実現向けた具体的な提言をしていただきます。

プログラム
◆基調報告①池原毅和氏
『第６３回日弁連人権擁護大会岡山大会
「障害のある人の尊厳の確立を求める決議」を受
けて』

◆基調報告②新川昇一郎氏
『地域における精神科病院長期入院者退院支援
の実践について』

◆基調講演 ダニウス・プラス氏
「到達可能な最高水準の心身の健康の権利に関
する国連特別報告官報告と日本におけるロード
マップ立案及び実施の必要性」

お申し込みお問い合わせ

鹿児島県弁護士会TEL （０９９）２２６－３７６５

ご提供いただいた個人情報は、鹿児島県弁護士会の個人情報保護方針に従い厳重に管理し、本シンポジウムの運営のために利用します。また、この個人情報に基づき、鹿児島県弁護士
会又は鹿児島県弁護士会が委託した第三者から、シンポジウム等のイベントの開催案内、書籍のご案内その他当会が有益であると判断する情報をご案内させていただくことがあるほか、
個人情報は、統計的に処理・分析し、その結果を個人が特定されないよう統計情報として公表することがあります。

鹿児島県弁護士会では、本シンポジウムの内容を記録し、また、成果普及に利用するため、会場での写真・映像撮影および録音を行っております。撮影した写真・映像および録音した
内容は、日本弁護士連合会の会員向けの書籍のほか、日本弁護士連合会のパンフレット、一般向けの書籍等にも使用させていただくことがあります。

【特別招聘】ダニウス・プラス氏
（元・国連の健康の権利に関する特別報告者、精神科医）

◆登壇者

基調講演
ダニウス・プラス氏（元・国連の健康の権利に関
する特別報告者、精神科医）

基調報告①
精神障害のある人の強制入院廃止及び尊厳確立実
現本部 本部長代行 池原毅和氏（弁護士）

基調報告②
精神保健福祉士 新川昇一郎氏
（NPO法人やどかりサポート鹿児島）

左記二次元コード、もしくは、以下の
ID及びパスコードからもご参加いただ
けます。※Zoomアプリの事前インス
トールが必要です。

日英通訳あり

会場参加の場合
事前申込制
申込期限
1月16日（月）

主催：鹿児島県弁護士会
共催：日本弁護士連合会 九州弁護士会連合会

一般社団法人 鹿児島県精神保健福祉士協会
NＰO法人 やどかりサポート鹿児島

【ミーティングID】876 8155 3988
【パスコード】911355

鹿児島県弁護士会のHP（https://www.kben.jp/3581/）
にも企画の情報及びZoomURL等を掲載してあります

https://www.kben.jp/3581/
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